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 報道関係者 各位 

職場における熱中症予防対策の徹底を要請します 

～警備業の事業者団体へ要請を実施～  

 

富山労働局（局長 福井尚）は、令和７年の富山県の職場における熱中症による死

傷者数（休業４日以上）が増加傾向にあり、過去最大（ 22 人）となったこと（前年

比 10 人増加）及び業種別にみると警備業において最も発生していること（７人（32％

の割合））（別添１参照）、などを踏まえ、警備業の熱中症災害の減少に向けた取組の

一環として、熱中症クールワークキャンペーン（令和８年５月１日～同年９月 30 日）

の取組み開始を機に、一般社団法人富山県警備業協会あて富山労働局長による熱中

症予防対策の徹底について下記により要請を行います。 

 

記 

 

１ 日  時   令和８年５月 18 日（月）午前 10 時 00 分から 

     （所要時間は 30 分程度を予定しております。） 

・要請書交付（冒頭 10 分程度）：公開 

・意見交換：非公開 
 

２ 要請先 

⑴  団体名称： 一般社団法人富山県警備業協会 

（富山県富山市問屋町１－１－16 ワタセンビル２階） 

⑵  要請場所：富山労働局５階会議室 

⑶  要請内容：熱中症予防対策の徹底 
 

 ３ 実施体制   富山労働局長ほか富山労働局の職員３名 
 

 ４ 当日のスケジュール等  別添２参照 

Press Release 

取材方よろしくお願いします 



 

 令和７年職場における熱中症による死傷災害の発生状況 

 
１ 職場における熱中症による死傷者数の推移（過去 10 年間） 

 富山県内における、令和７年の職場における熱中症による休業４日以上の死

傷者数は、令和６年より 10 人増加して 22 人となり過去 10 年間で最も多くな

った。死亡者はいなかった。（令和８年２月 28 日時点） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
２ 業種別の熱中症発生状況 

  令和７年の職場における熱中症による休業４日以上の死傷者数（以下「熱中

症による死傷者数」という。）を業種別にみると、警備業が７人（32％）で最

も多く、次いで製造業５人（23％）、運輸交通業４人（18％）、建設業３人（14％）

となった。 
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※ 括弧内の数値は６月～８月の平均気温（℃）を示す（気象庁ＨＰの気象データから引用）



 

 

 

当日のスケジュール（予定） 

 

 午前９時 30 分より、富山労働局５階会議室にて報道関係者の受付を行います。 

 報道関係者へのご案内は担当職員が行いますので、担当職員の指示に従ってく

ださい。 

  

 ＜要請の流れ＞ 

   9:30   報道関係者の受付開始 

   9:50 頃  一般社団法人富山県警備業協会会長来庁 

 10:00   要請の手続き開始 

10:05   富山労働局長から会長に対し要請文書交付 

10:10 頃   報道関係者ご退出 

10:10 

～10：30 頃    警備業協会との意見交換 

10:30 頃   終了 

別添２ 


